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３
月
10
日
（
日
）、
利
用
団
体
や
地

元
自
治
会
等
の
ご
協
力
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
隣
保
館
利
用
者
に
よ
る
実

技
発
表
や
作
品
展
示
、
お
茶
会
な
ど
活

動
の
成
果
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
は
、

そ
の
出
来
栄
え
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
屋
外
で
は
、
部
落
解
放
同
盟
栃
木

市
協
議
会
や
新
第
３・４
自
治
会
に
よ
る

模
擬
店
や
こ
ど
も
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
消

防
車
の
展
示
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
大
盛
況
で
し
た
。

◎
り
ん
ぽ
か
ん
ま
つ
り

　
岩
舟
地
域
は
２
月
17
日
（
土
）
岩
舟

文
化
会
館
に
お
い
て
、
大
平
地
域
は
３

月
２
日
（
土
）
大
平
文
化
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
習
発
表
会
は
集
会
所
で
自
己
研
鑽
に

励
ん
だ
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
互

い
の
努
力
を
認
め
合
い
思
い
や
り
の
心
を

持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
受
講
生
は
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
緊
張

し
な
が
ら
も
、
声
援
を
受
け
な
が
ら

堂
々
と
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た

舞
台
進
行
も
受
講
生
同
士
で
協
力
し
な

が
ら
行
い
ま
し
た
。

◎
集
会
所
学
習
発
表
会

「
り
ん
ぽ
か
ん
ま
つ
り
」「
集
会
所
学
習
発
表
会
」
が

�

五
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

＜岩舟地域学習発表会の様子＞

＜りんぽかんまつりの様子＞

＜大平地域学習発表会の様子＞
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市
内
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
夏

休
み
期
間
中
、
り
ん
ぽ
か
ん
開
放
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
多
目
的

ホ
ー
ル
で
の
読
書
や
自
主
学
習
に
加
え
、

今
年
か
ら
は
卓
球
も
再
開
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
入
る
と
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
隣
保
館
を
訪
れ
、
友
達
と

の
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、

オ
セ
ロ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ

た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
卓
球
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

日
本
代
表
が
活
躍
し
た
影
響
も
あ
り
、

子
ど
も
同
士
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り

広
げ
、
気
持
ち
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
夏
休
み
の
間
に
腕
前
も
か
な
り

上
達
し
、
こ
の
中
か
ら
、
将
来
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
現
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
今
年
の
夏
休
み
は
、
隣
保
館
に
約

２
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
に
来

て
く
れ
て
、
連
日
、
元
気
な
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

　
60
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
教
養
・
文
化
な
ど

様
々
な
講
座
を
通
し
て
、
人
権
や
社
会

福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
人
生
を

生
き
生
き
と
過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
、

６
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
毎
月
１
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
毎
年
恒
例
の
間
中
浩
子

先
生
に
よ
る
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行

い
、
受
講
生
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
は
相
続
の
課
題
に
つ
い

て
、
㈱
足
利
銀
行
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

部 

押
山
様
に
、
分
か
り
や
す
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
生
き
生
き
塾
」
開
催

◎『
り
ん
ぽ
か
ん
開
放
』

�

を
実
施
し
ま
し
た

＜りんぽかん開放の様子＞
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大
平
地
域
集
会
所
（
榎
本
・
伯
仲
・
真

弓
・
西
水
代
・
富
田
）
で
は
、
ダ
ン
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
、
料
理
な
ど
趣
味
の
講

座
の
他
に
高
齢
者
や
女
性
を
対
象
と
し
た

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
を
一
部

紹
介
し
ま
す
と
、
富
田
女
性
教
室
で
は

「
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
う
た
い
ま
し
ょ
う
」

と
題
し
、
ア
イ
ラ
ン
ズ
の
お
二
人
に
よ
る

ギ
タ
ー
演
奏
に
合
わ
せ
、
参
加
者
は
懐
か

し
い
名
曲
を
歌
い
ま
し
た
。

　
ま
た
西
水
代
高
齢
者
教
室
で
は
、
健
康

増
進
課
職
員
に
よ
る
「
歯
と
口
の
健
康
」

に
関
す
る
出
前
講
座
が
行
わ
れ
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
や
口
の
体
操
等
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
に
歯
と
口
の
機
能
を
保
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
７
月
、
８
月
に
大
平
真
弓
・
西
水
代
・

藤
岡
富
吉
集
会
所
に
て
、
大
平
地
域
及
び

藤
岡
地
域
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
子

ど
も
の
広
場
～
仲
良
し
料
理
教
室
～
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
３
会
場
で
60
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
青
木
恵

美
子
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ラ
イ
ス
ピ
ザ
、
海
藻
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト

を
作
り
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
鍋
の
中
で
、
米

が
ご
飯
に
変
化
す
る
様
子
を
興
味
深
く
観

察
し
、
講
師
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
お
友
達
や
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
協
力

し
な
が
ら
作
っ
た
料
理
に
子
ど
も
た
ち
は

大
喜
び
で
し
た
。
夏
休
み
の
楽
し
い
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

【
集
会
所
事
業
報
告
】＜西水代 高齢者教室の様子＞

＜仲良し料理教室の様子＞

＜富田 女性教室の様子＞

にこにこのつどい
講座名 藤岡都賀集会所 藤岡富吉集会所 備考

エレクトーン演奏会
講師：強口圭子先生

10／29（火）
午前10時～

なつかしの曲
無料

五家英子さん歌謡ショー 12／3（火）
午後２時～３時30分

12／17（火）
午後２時～３時30分

無料
※動きやすい服装で

ふれあいのつどい
講座名 藤岡富吉集会所 備考
手芸

講師：藤浦幸子先生
11／6（水）
午後２時～４時

費用・内容後日連絡
※手芸作業用品持参
汚れてもよい服装で

早春の寄せ植え
～花センター体験メニュー～

1／16（木）
午前10時～11時00分

費用：材料代1,500円
※エプロン等
汚れてもよい服装で

※1／16（木）早春の寄せ植えの講座については10名にならない場合は、講座を中止することがあります。
藤岡地域集会所では、講座の受講生を募集しております。
興味のある方、詳細につきましては、大平隣保館（電話４３ー６６１１）にお問い合わせ下さい。

藤岡地域集会所　受講生募集中
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大平地域集会所　受講生募集中

大平地域集会所では、教室の受講生を募集しております。
興味のある方、詳細につきましては、大平隣保館（電話４３－６６１１）
にお問い合わせください。

教　室　名 集会所 開　設　日 時　　間

はつらつ教室
榎　本 第１・３火曜

午前９時30分～11時30分
真　弓 第２・４金曜

女性教室
伯　仲 第２月曜 午後２時～４時
西水代 第４火曜 午前９時30分～11時30分
富　田 第１火曜 午後２時～４時

料理教室
榎　本 第３水曜

午前10時～12時伯　仲 第２金曜
富　田 第４火曜

高齢者教室
西水代 第２・４水曜

午前９時30分～11時30分
富　田 第２・４月曜

ダンス教室
（社交ダンス）

伯　仲 第２・４水曜 午後３時30分～５時30分
真　弓 第２・４月曜 午後７時30分～９時30分
西水代 第１・３木曜 午後１時30分～３時30分
富　田 第１・３金曜 午後７時～９時

カラオケ教室

榎　本 第２・４水曜 午後１時30分～３時30分
伯　仲 第２・４土曜 午後２時～４時
真　弓 第２・４木曜 午後１時30分～３時30分
西水代 第１・３土曜 午後２時～４時
富　田 第２・４土曜 午後２時～４時

民謡教室 富　田 第２・４火曜 午後１時30分～３時30分
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【
人
権
啓
発
活
動
】

　
人
権
の
花
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し

て
花
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
を

豊
か
に
し
、
人
権
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
５
月
28
日
か
ら
６
月

12
日
に
か
け
て
、
市
内
10
校
の
小
学

校
（
大
平
東
小
・
栃
木
第
三
小
・
岩
舟

小
・
三
鴨
小
・
寺
尾
小
・
家
中
小
・
栃

木
第
五
小
・
大
平
南
小
・
栃
木
第
四

小
・
千
塚
小
）
に
人
権
擁
護
委
員
が
訪

問
し
、
人
権
の
話
を
し
た
後
、「
人
権

の
花
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
中
に

あ
る
優
し
い
心
、
相
手
を
思
い
や
る
心
が

芽
生
え
、
一
人
で
も
多
く
の
児
童
が
、
大

き
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◎
市
内
の
小
学
校
へ

�

『
人
権
の
花
』
を
贈
呈

　
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、「
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集

い
２
０
２
４
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

◆
日
程
　
12
月
７
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
１
時

　�

中
学
生
人
権
作
文
朗
読
　
午
後
１
時
30
分
～

　
あ
い
さ
つ
・
講
演
会
　
午
後
２
時
～

◆�

場
所
　
と
ち
ぎ
岩
下
の
新
生
姜
ホ
ー
ル

�

（
栃
木
文
化
会
館
）
大
ホ
ー
ル

◆
講
師
　
竹
下
珠
路
さ
ん

　（
特
定
失
踪
者
家
族
会
　
事
務
局
長
）

命
の
あ
る
う
ち
に

�
ひ
と
り
残
さ
ず
取
り
返
す
（
30
分
）

◆
講
師
　
蓮
池
　
薫
さ
ん

　（
新
潟
産
業
大
学
経
済
学
部
特
任
教
授
）

拉
致
問
題
の
風
化
に
抗
し
て

～
北
朝
鮮
主
張
の
「
解
決
済
み
」
の
ウ

ソ
と
解
決
へ
の
道
を
考
え
る
～
（
60
分
）

◆
定
員
　
１
２
０
０
人
（
先
着
順
）

　
講
演
の
前
に
、
中
学
生
の
人
権
作
文

朗
読
を
実
施
し
ま
す
。

　
入
場
無
料
、
申
込
不
要
で
す
の
で
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
乗

合
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
諸
事
情
に
よ
り
ま
し
て
、
中
止
す
る

と
き
は
、
栃
木
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

お
知
ら
し
ま
す
。

�

※ 

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
先

�

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

電
話
　
０
２
８
２
（
２
１
）
２
１
６
１

竹下　珠路さん

蓮池　　薫さん
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　厚生センターロビーにおいて、栃木地域集会所（皆川
城内集会所、新栃木コミュニティ会館、第四地区コミュ
ニティセンター）利用者の学習発表の場として６月より
作品の展示発表を開催しました。書道、七宝焼、ちぎり
絵、俳画など、様々な作品に来館された皆さんは足を止
めじっくりと鑑賞していました。

『集会所講座』展示発表

　７月 20 日（土）、小学生を対象にした夏の交流事業
を開催しました。きらきらスライムの作成や、読み聞
かせボランティア 九輪草の会による「じごくのそうべ
え」、人権ゲーム、部落解放同盟栃木市協議会によるビ
ンゴ大会、ヨーヨー釣りなど、楽しいひと時を過ごしま
した。

夏の交流事業

　６月25日（火）、26日（水）の２日間、阿久津先生
のご指導のもと、毎年恒例の『布ぞうり作り』講座を開
催しました。「この夏は涼しい布ぞうりで過ごせそうで
す。」「また機会があれば参加してみたいです。」などの
感想をいただきました。

『布ぞうり作り』講座

　７月30日（火）、31日（水）の２日間にわたり『書道に親しもう』（小学生対象）
を開催しました。この講座は、一昨年、書道が日本の無形文化財に登録されたこ
とを機に始まったものです。
　４回の講座にのべ60人を超える参加者が集まりまし
た。杉山先生、佐山先生、栃木商業高校書道部の皆さ
んのご指導により子どもたちの筆遣いは上達し、書道
への自信を持つとともに、書道に対しての興味や関心
を高めることができました。

※厚生センターでは、冬も『交流事業』、『書道に親しもう』を予定しています。
　詳細については、広報とちぎ12月号をご覧ください。

『書道に親しもう』

厚生センターからの活動報告
栃木市旭町 9-7　TEL ／ FAX 0282-24-2444
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通
し
て
、
人
間
の
生
命
力
と
は
何
か
、

い
か
に
生
き
、
老
い
て
い
け
ば
よ
い

か
、
参
加
し
た
人
た
ち
の
ヒ
ン
ト
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
上
映
時
間
の
前
後
に
、
希
望

者
に
よ
る
「
認
知
症
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
体
験
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
認
知
症
の
方
が
感
じ
て
い
る

空
間
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
約
２
５
０
人

の
方
が
体
験
し
、
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

表
紙
絵  

絵
手
紙
作
家
　
根ね
も
と本
晴は
る
お夫
さ
ん

標
　
語  

人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

生活相談や
　困りごとは
　 大平隣保館へ
電話でのご相談は
� フリーダイヤルで

０１２０－４
よろしく

６－７
 なやみなし

８３０
（平日 8：30 から
� 17：00 まで）

　
部
落
解
放
同
盟
栃
木
市
協
議
会
主
催

に
よ
る
「
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
８
月

９
日
（
金
）
大
平
文
化
会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
４
つ

の
時
代
を
生
き
た
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の

人
生
に
密
着
し
た
秘
蔵
映
像
の
上
映
会

に
、
猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず
約
５
０
０
人

が
来
館
し
、
亡
く
な
っ
て
も
な
お
寂
聴

さ
ん
の
人
気
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
女
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず

に
人
生
を
楽
し
む
彼
女
の
生
き
ざ
ま
を

◎『
人
権
セ
ミ
ナ
ー
』
を

�

開
催
し
ま
し
た

　
大
平
隣
保
館
で
は
、市
民
を
対
象
に
日

常
生
活
に
お
け
る
様
々
な
困
り
ご
と
に
関

す
る
相
談
を
常
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら

な
い
場
合
で
も
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。隣
保
館
で
対
応
す
る
ほ
か
、ご
相
談
内

容
に
適
し
た
機
関
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、奇
数
月
の
第
三
木
曜
日
は
無
料

弁
護
士
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ご
希
望

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

隣隣  

保保  

館館  

相相  

談談  

事事  

業業

＜認知症VR体験会の様子＞


